
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

米に関するマンスリーレポート 

新潟県版 令和元年11月 

《今月の特集１》 
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 令和２年産の新潟米基本戦略等について、県全体での方向性を共有するため、１0 月

31 日(木)に、市町村や県団体、ＪＡ、農業者団体の代表を委員とする「令和２年産の米

政策検討会議（第１回）」を開催しました。 

 

１ 検討内容 

（１）令和元年産の生産実績 

（２）令和元年産における県農業再生協議会等の取組 

（３）令和元年産における地域農業再生協議会等の取組 

（４）令和２年産に向けた課題と対応方向 

 

２ 主な意見 

  検討会議でいただいた主な意見は次のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いただいた意見等を踏まえ、11 月下旬に第２回米政策検討会議を開催し、令和２年

産米の適正生産に向けた方向性を共有していきます。 

 

 

令和２年産の米政策検討会議（第１回）の概要について 

 

 

☑ 需要に応じた生産に向け、 
方針作成者が農業者へ的確な情報を伝えるなど、役割を発揮

することが必要。 

☑ 主食・非主食ともに需要に応じた生産を進めるため、 
地域の方針作成者間の情報交換等が必要。 

☑ 農業者に対し需給動向や生産誘導の情報を、 
タイムリーに提供することが重要。 

☑ 確実な需要を確保するため、 
事前契約や複数年契約の取組を拡大していくことが必要。 
 

新潟県版マンスリーレポートは、「新潟米」情報センターでご覧いただけるほか、新潟県 
ホームページでもご覧いただけるようになりました。 
 
新潟県ホームページ 
 https://www.pref.niigata.lg.jp/sec/nosanengei/mansuri-repo-to.html 
 
「新潟米」情報センター 
 http://www.niigatamai.info/public/list/p/aratana/c/25/ 



  

 調査概要  
■ 調査方法：郵送・電子メールにより調査票を送付し、回収 

■ 調査期間：令和元年 10 月８日（火）～10 月 18 日（金） 

■ 回答状況：165 者に送付し、53 者が回答（回答率 32％） 

 

 概 況  
１ 令和２年産米の作付意向 

（１）主食用米 

コシヒカリは元年産並み、つきあかり･こしいぶき･その他うるちは増加傾向、 

ゆきん子舞･あきだわらは減少傾向となっています。 
 

（２）非主食用米 

加工用米・飼料用米は減少傾向、米粉用米・新市場開拓用米・備蓄米は増加傾向

となっています。 

 

２ 令和元年産米の集荷・販売状況 

令和元年産のコシヒカリの集荷状況は前年に比べ順調である一方、販売状況は前

年並みとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

令和２年産米の作付動向等に関する調査結果（ＤＩ） 

《今月の特集２》 

令和元年産の作付状況をみると、主食用米は前年比で 2,100ha

増加する一方、加工用米等の非主食用米は大幅に減少し、これを

求める県内実需者の需要に十分に応えきれていない状況も見られ

ました。 

認定方針作成者におかれては、今後の販売動向を注視の上、主

食用米については事前契約により確実な需要を積み上げるととも

に、非主食用米については需要の見込まれる加工用米等への生産

誘導を推進するなど、新潟米のブランド力強化や価格の安定化に

取り組みましょう。 

令和２年産米の生産に向けて 
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 調査結果  
１ 令和２年産米の作付意向 

（１）主食用米             （２）非主食用米 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 令和元年産米の集荷・販売状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

品種 集荷状況（DI) 販売状況（DI)

コ シ ヒ カ リ 61.7 51.1

こ し い ぶ き 57.0 51.2

ゆ き ん 子 舞 54.5 53.1

あ き だ わ ら 56.8 50.0

つ き あ か り 63.8 56.3

そ の 他 う る ち 55.6 50.9

も ち 米 44.7 50.7

酒 造 用 米 55.8 54.2

新潟県版マンスリーレポートは、「新潟米」情報センターでご覧いただけるほか、新潟県 
ホームページでもご覧いただけるようになりました。 
 
新潟県ホームページ 
 https://www.pref.niigata.lg.jp/sec/nosanengei/mansuri-repo-to.html 
 
「新潟米」情報センター 
 http://www.niigatamai.info/public/list/p/aratana/c/25/ 

品種 作付動向（DI)

コ シ ヒ カ リ 50.5

こ し い ぶ き 51.2

ゆ き ん 子 舞 47.7

あ き だ わ ら 47.7

つ き あ か り 51.8

そ の 他 う る ち 55.8

も ち 米 54.1

酒 米 47.2

主
食
用

品種 作付動向（DI)

加 工 用 米 46.4

米 粉 用 米 51.2

新 市 場 開 拓 用 米 52.1

飼 料 用 米 41.7

備 蓄 米 53.1

非
主
食
用



 
 
 
 
 
 
 
 
(１)一般コシヒカリ 

元年産は作柄が回復したことで、集荷量は

前年比122％の81.7千トンになったのに対し、

販売量は前年比104％の5.5万トンに留まった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

(２）魚沼コシヒカリ 

 元年産は作柄が回復したことで、集荷量は

前年比131％の15.1千トンになったのに対し、

販売量は前年比121％の1.5千トンに留まった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 概況   元年産の新潟米は、集荷が前年に比べ増加しているものの、販売は集荷の増

加量に比べ緩やかな状況。また、作付や作柄の影響等により民間在庫はやや増

加している。 

集荷量の増加に対して、販売は緩やかな傾向。 販売比率 

４ 
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新潟米の販売状況 



 
 
 
(１)新潟米 

 ９月の新潟米の民間在庫(うるち米)は、前

年比1.9％増の214千トンとなり、前年を３か

月連続で上回った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
(２)全国 

 ９月の全国の民間在庫(うるち米)は、前年

比6.0％増の160万トンとなり、11か月振りに

前年を上回った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

在庫状況 
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(１)一般コシヒカリ 

９月の元年産一般コシヒカリの相対取引価

格は、前年比2.3％上昇し、17,471円(玄米

60kg、税込)となり、３か月連続で上回った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
(２)魚沼コシヒカリ 

９月の元年産魚沼コシヒカリの相対取引価

格は、前年比0.6％上昇し、20,919円(玄米

60kg、税込)となり、14か月連続で上回った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

相対取引価格 

６ 



 
 
(１)一般コシヒカリ 

９月の一般コシヒカリの小売価格は、前年

比で4.7％上昇し、2,258円(５kg袋販売時換算、

税込)となり、８か月連続前年を上回り、上昇

傾向が続いている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
(２)魚沼コシヒカリ 

９月の魚沼コシヒカリの小売価格は、前年

比で0.2％下落し、2,802円(５kg袋販売時換算、

税込)となり、12か月連続で前年を下回ってい

る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小売価格 

(POS ﾃﾞｰﾀ) 

発行元：新潟県農林水産部農産園芸課 

ＴＥＬ：０２５－２８０－５２９５ 

ＵＲＬ：https://www.niigatamai.info 
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資 料 編 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

販売状況 

契約状況 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

契約比率 

相対取引数量 


